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　こちらもおなじみとなった高槻市の S さんと、
今回は韓国、済州島へ行ってきました。
　「韓国のハワイ」と呼ばれる済州島。元某大手旅
行会社の添乗員だった S さんは今回で 3 回目で
すが、ゴルフ場やレジャー施設などが立ち並ぶリ
ゾートゾーンの島の南部は今回が初めてだとか。

まずは着く
なり、焼肉
店 へ。ど う
しても韓国
のカルビが
食べたいと
おっしゃっ

てましたが、いきなりお昼から行かれるとは…。思
い立ったら即行動。さすがです。
　2日目は貸切タクシーで島巡りです。道中、日本
に留学経験があるという運転手兼ガイドの慎さん

と韓国語と
日本語の歌
で大盛り上
が り。韓 国
語も勉強さ
れたことの
あるSさん
だからこそ、こういうコミュニケーションができ
るんですね。いや～、勉強になります。
　民族村では人糞を食して育つ豚など、少数民族
の生活風景も見られました。
　3 日目はホテルの大きな庭を散歩したりしなが
らゆったり過ごし、帰路につきました。
　今度は3月に、私が5年過ごした上海に行きた
いとのこと。介護だけでなくガイドもおまかせく
ださい！今から楽しみです。
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お世話になっている皆様へ、しゃらくの活動やお知らせを隔週でお送りしております。

新年あけましておめでとうございます。旧年中は格別のお引立てを賜り厚く御礼申し上げます。
昨年は、東日本大震災という日本を揺るがす大きな災害が起こりました。私どもNPO法人しゃらくも、南三
陸町にて身体的配慮が必要な被災者のストレスケアを目的としたリフレッシュ旅行支援の実施など行ってま
いりました。
多くの喜びの声を頂き、2011 年の大きなイベントとなりました。その一方で、被災地の広大さからすると、私
達の行ってきた事は小さな足跡にすぎません。また、被災地では復興までの長いマラソンを今まさに走ってい
る最中です。私ども、NPO法人しゃらくも、昨年に引き続き神戸のお客様、取引先様に少しでも喜びと幸せを
届け、合わせて東日本への復興マラソンに出来る限りのお手伝いをして行く所存ですので、本年もより一層の
ご支援を賜りますようスタッフ一同心よりお願い申し上げます。
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●メルマガの登録・解除はこちらからお願いいたします。（http://www.123kobe.com/magazine.html）

新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。
もう 2000 年になってから 12 年も経ちました。びっくりです。2000 年になったとき、2000 年って
字面や印象がなんか新しいなー、ナウいなーと思っていましたが、それも12年も経つと随分と色あせて
感じます。ありがちですが、今年の抱負は？なんて少しだけ考えてみましたが、まあ健康ならいいかなと、
あとは成るように成るだろうとアンニュイな抱負。さてさて、今年はどんな一年になりますかね。（井上）
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　準備を含めて何度か南三陸町にお邪魔した際、皆
さんの口にする優しく暖かい東北弁の響きとは別に、
私の印象に残っている強く言葉がある。
　「流された」
　この決して耳新しくもない言葉が、想像できない
ほど壮絶な意味で、頻繁に使われている現場が南三
陸町だった。「心和み旅」にご参加くださったのも、こ
んな言い回しをいかにも当たり前そうに、事もなげ
に使っている方ばかりだった。
家を流された。財産を流された。果ては家族を流され
たことでさえ、皆さんにとっては形も質感も備わっ
た実体験で、それをただありのままに、さらりと語る
だけで言葉がおのずから物凄さを帯びる。ぞっとし
た。
　４回目にご参加いただいたＫさんは、代々続く小
さなお店を経営していた理容師さん。このお仕事の
イメージにぴったりのお話し好きな方で、さぞかし

お店では朝から夕
方まで、毎日お客さ
んといろいろなお
しゃべりを楽しま
れていたのだろう。
前に話した内容や
人の名前など、ずい

ぶん昔のことでも細かい点まで鮮やかに覚えておら
れて、まさに地域の情報通。旅行中もずっと他の参加
者やスタッフとおしゃべりの花を咲かせていた。
　そんなＫさんがお店を流され、避難所を経て仮設
住宅に移ってからは、打って変わってお話しできる
相手すらいない、静まり返った環境の中に暮らす毎
日を強いられた。
　津波襲来というほんの一瞬の出来事を境にして、

お店ばかりでなく、あんなに当たり前だった毎日の
暮らしまでも流され、失ってしまったＫさんの口に
する「ああ、８ヶ月ぶりにおしゃべりができた」とい
う一言にこもった思いは、私たちの想像を絶するも
のにちがいない。
　被災者のストレスを少しでも軽くできればと始め
た心和み旅だったが、今にして思えば私はその「スト
レス」がどんなものなのか、本当のところはほとんど
つかめていないままのスタートだったことを痛感す
る。日常を流され、身の回りに一つたりとも「当たり
前」がない環境の中での暮らしが、いつまでともなく
毎日続く――これがどれほどつらいことか、どれほ
ど耐え難いストレスになるか、この旅を通じて初め
て気づかされた思いで現地を離れた。
　旅行後にＫさんから届いたのは、スタッフ全員へ
の呼びかけがフルネームで入ったメッセージ。震災
がなければお会いすることもなかったこの出会いを
手放しでよろこぶことはできないけれども、これか
ら新しい日常を築き上げていくＫさんの記憶の中に、
私たちの名前だけでも刻んでいただけたことがこの
上なくうれしい。一生忘れることのできない仕事に
なった。
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